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【年通号数】公開・登録公報2016-068
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/07     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    3/07     ＣＥＺ　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月8日(2019.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転相乳化（ＰＩＥ）によってラテックス粒子を製造する方法であって、
　（ａ）酸価を有する結晶性樹脂を、少なくとも２種の溶媒、第１の量の塩基、及び水の
混合物に溶解してエマルションを形成する工程；
　（ｂ）第２の量の塩基を前記エマルションに添加する工程；
　（ｃ）工程（ｂ）の前記エマルションを、水の添加によってラテックス粒子に転換する
工程を含み、
　前記結晶性樹脂は、９．５ｍｇＫＯＨ／ｇから１１ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲の酸価を有し
、工程（ｂ）は、１５０％から１７０％の範囲の中和率で実施されて２００ｎｍ未満のサ
イズのラテックス粒子を得る、方法。
【請求項２】
　前記結晶性樹脂が、ポリ（エチレンアジペート）、ポリ（プロピレンアジペート）、ポ
リ（ブチレンアジペート）、ポリ（ペンチレンアジペート）、ポリ（ヘキシレンアジペー
ト）、ポリ（オクチレンアジペート）、ポリ（エチレンスクシネート）、ポリ（プロピレ
ンスクシネート）、ポリ（ブチレンスクシネート）、ポリ（ペンチレンスクシネート）、
ポリ（ヘキシレンスクシネート）、ポリ（オクチレンスクシネート）、ポリ（エチレンセ
バケート）、ポリ（プロピレンセバケート）、ポリ（ブチレンセバケート）、ポリ（ペン
チレンセバケート）、ポリ（ヘキシレンセバケート）、ポリ（オクチレンセバケート）、
ポリ（デシレンセバケート）、ポリ（デシレンデカノエート）、ポリ（エチレンデカノエ
ート）、ポリ（エチレンドデカノエート）、ポリ（ノニレンセバケート）、ポリ（ノニレ
ンデカノエート）、コポリ（エチレンフマレート）－コポリ（エチレンセバケート）、コ
ポリ（エチレンフマレート）－コポリ（エチレンデカノエート）、コポリ（エチレンフマ
レート）－コポリ（エチレンドデカノエート）、コポリ（２，２－ジメチルプロパン－１
，３－ジオールデカノエート）－コポリ（ノニレンデカノエート）、ポリ（オクチレンア
ジペート）、ポリ（エチレンアジパミド）、ポリ（プロピレンアジパミド）、ポリ（ブチ
レンアジパミド）、ポリ（ペンチレンアジパミド）、ポリ（ヘキシレンアジパミド）、ポ
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リ（オクチレンアジパミド）、ポリ（エチレンスクシンイミド）、ポリ（プロピレンセバ
カミド）、ポリ（エチレンアジピミド）、ポリ（プロピレンアジピミド）、ポリ（ブチレ
ンアジピミド）、ポリ（ペンチレンアジピミド）、ポリ（ヘキシレンアジピミド）、ポリ
（オクチレンアジピミド）、ポリ（エチレンスクシンイミド）、ポリ（プロピレンスクシ
ンイミド）、ポリ（ブチレンスクシンイミド）、及びこれらの組み合わせからなる群から
選ばれる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも２種の溶媒が、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロピル
アルコール（ＩＰＡ）、ブタノール、酢酸エチル、及びメチルエチルケトン（ＭＥＫ）か
らなる群から選ばれる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記塩基がアンモニアである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記塩基が、水酸化アンモニウム、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウ
ム、重炭酸ナトリウム、水酸化リチウム、炭酸カリウム、及びこれらの組み合わせからな
る群から選ばれる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記２種の溶媒は、ｖ／ｖ比が１：２から１：１５である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記工程は、室温より高温で行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　（ｄ）前記得られたラテックス粒子から流体を除去する工程をさらに含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　前記ラテックス粒子を非晶性樹脂、任意成分のワックス、および／または任意成分の着
色剤と混ぜ合わせてトナー粒子を形成することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも２種の溶媒が、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）及びイソプロピルアルコ
ール（ＩＰＡ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも２種の溶媒が、前の転相乳化から得られる、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記水が、前の転相乳化から得られる、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記流体の除去が、前記ラテックス粒子から溶媒を得ることを含む、請求項８に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記流体の除去が、前記ラテックス粒子から少なくとも２つの溶媒を得ることを含む、
請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　前記流体の除去が、前記ラテックス粒子から水を得ることを含む、請求項８に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記少なくとも２種の溶媒が、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）及びイソプロピルアルコ
ール（ＩＰＡ）であり、前記塩基が、アンモニアであり、前記少なくとも２種の溶媒は、
ＩＰＡ：ＭＥＫ比が１：３から１：１０の範囲であり、前記結晶性樹脂：ＭＥＫ：ＩＰＡ
比が１０：６：１．５から１０：１０：２．５の範囲である、請求項２に記載の方法。
【請求項１７】
　転相乳化（ＰＩＥ）によってラテックス粒子を製造する方法であって、
　（ａ）酸価を有する結晶性樹脂を、少なくとも２種の溶媒、第１の量の塩基、及び水の
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混合物に溶解してエマルションを形成する工程；
　（ｂ）第２の量の塩基を前記エマルションに添加する工程；
　（ｃ）工程（ｂ）の前記エマルションを、水の添加によってラテックス粒子に転換する
工程を含み、
　前記結晶性樹脂は、第１の範囲内の酸価を有し、工程（ｂ）は、第２の範囲内の中和率
で実施され、前記第１の範囲及び前記第２の範囲は、選択されたサイズを有するラテック
ス粒子を提供するものであり、前記第１の範囲及び前記第２の範囲において前記ラテック
ス粒子のサイズは実質的に一定である、方法。
【請求項１８】
　前記選択されたサイズが、２００ｎｍ未満である、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　（ｄ）工程（ａ）から（ｃ）を実施する前に、前記第１の範囲及び前記第２の範囲を決
定する工程、
　をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　ステップ（ｄ）が、
　（ｉ）選択された結晶性樹脂、選択された結晶性樹脂の量、選択された溶媒、選択され
た溶媒の量、選択された塩基、および選択された塩基の総量によって特徴付けられたエマ
ルション配合物を選択する工程であって、前記第１の量の塩基及び前記第２の量の塩基の
合計が、前記選択された塩基の総量である、工程、
　（ｉｉ）前記エマルション配合物を用いて工程（ａ）から（ｃ）を実施する工程、
　（ｉｉｉ）前記ラテックス粒子のサイズを決定する工程、
　（ｉｖ）前記エマルション配合物を用いて、ただし毎回異なる値の前記第２の量の塩基
を用いて工程（ｉｉ）から（ｉｉｉ）を繰り返す工程、
　を含む、請求項１９に記載の方法。
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